
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校外国語教育研修会   ２／８（木） 置賜総合支庁西置賜地域振興局 
「これからの小学校における外国語教育に対する理解を深めるととも 

に、各学校の新学習指導要領の移行期間及び２０２０年度からの全面実 

施における小学校外国語活動、外国語の円滑な実施につなげる」ことを 

ねらいとして、標記研修会を開催しました。研修会での説明の内容や大 

切にしたいポイント、参加された先生方の感想等を紹介します。 

※裏面「新学習指導要領による小学校外国語教育の実施に向けて」及びリーフ 

レット「新学習指導要領での小学校外国語教育に向けて」（県教育庁義務教育課作成 １１月配付）も参照ください。 
 
       「新学習指導要領及び移行措置について」 

小学校外国語活動では、外国語の音声や基本的な表現への慣れ親しみ、自分の考えや気持ちなどを伝え合

う力の素地の育成が求められています。一方、外国語では実際のコミュニケーションにおいて活用できる基

礎的な技能、自分の考えや気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力の育成が求められます。また、３・

４年生では相手に配慮しながら、５・６年生では３人称を扱うため、他者に配慮しながら主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養うことになります。５・６年生では、「読むこと」「書く

こと」も扱いますが、あくまでも慣れ親しみであり、読み書きが入っても音声重視といった指導の基本は変

わりません。文字指導の目標は大文字と小文字を「識別できる」「読める（発音できる）」「４線上にきちん

と書ける」の３つです。あとは、音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写したり、例

文を参考に書いたりできるようにします。その中で語順への気づきを高めていくことが大切です。中学校の

ように文法指導を行うということも避けなければいけません。そういったことから、小学校の外国語は中学

校の前倒しではなく、小学校だからこそできる新しい教科なのです。 

移行措置の内容（必ず取扱うもの）、評価、指導計画の作成の仕方等については、文部科学省から出され

た資料（ダウンロード可能）をもとに確認しました。全面実施の際に学習に不都合が生じないように、各学

年での学習内容等に配慮し、新教材の内容と照らし合わせながら年間計画を立てることが必要となります。

また、中学校が小学校での外国語教育について理解すること、更には各小学校が学習の内容や学びの様子に

ついて進学先の中学校にきちんと伝え、中学校がそれを踏まえて授業を行うこともとても大切です。 
         

「新教材について」 

  主に５・６年生の新教材「We Can!」に込められた思いや特色、活用法について、Small Talkを含め、授

業づくりのポイントについて研修しました。「小学校外国語活動・外国語研修ガイドブック（YouTubeを含む）」 

 や「Hi,friends!Plus」等の紹介も行いました。「外国語なんだから間違うのは当たり前！」です。先生方自

身が子供と一緒に学ぶ気持ちで、授業やコミュニケーションを楽しむことが何より大切です！ 
 

・全職員で情報を共有し、研修する必要性を強く感じました。 

・教科になることで「定着させなければならない」と不安でしたが、決して急ぐことなく何度もくり返

し親しませることが大切だと感じました。少し気持ちが楽になりました。 

・教師も楽しみながら、挑戦していくということを学校でも伝えていきたいです。 
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Let’s Try! We Can!

Hi, friends!  
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